平成28年度　病院情報の公表の集計条件等について（案）

目的
　病院情報の公開について、以下の通り目的を設定する。
· 医療機関のDPCデータの質の向上
· 医療機関のDPCデータの分析力と説明力の向上

集計項目
　１）年齢階級別退院患者数
　２）診断群分類別患者数等（診療科別患者数上位3位まで）
　３）初発の５大癌のUICC病期分類別ならびに再発患者数
　４）成人市中肺炎の重症度別患者数等
　５）脳梗塞のICD10別患者数等
　６）診療科別主要手術別患者数等（診療科別患者数上位３位まで）
　７）その他（DIC、敗血症、その他の真菌症および手術・術後の合併症の発生率）

集計条件および集計方法

《共通項目》
· 使用するデータ
· 様式１
· 様式４
· Dファイル
· 集計条件
· 様式１
· 平成27年4月1日から平成28年3月31日までの退院患者であり、一般病棟に1回以上入院した患者
· 入院した後24時間以内に死亡した患者又は生後1週間以内に死亡した新生児は集計対象外
· 臓器移植（『厚生労働大臣が指定する病院の病棟における療養に要する費用の額の算定方法の一部を改正する件（平成28年厚生労働省告示第88号）』に規定）は集計対象外。
· 様式４
· 医科レセプトのみもしくは歯科レセプトありの患者
· 集計方法
単に数値を示すだけでなく、「医療機関のホームページの内容の適切なあり方に関する指針（医療機関ホームページガイドライン）について（依頼）」（平成24年9月28日付け医政発0928第１号厚生労働省医政局長通知。以下「医療機関ホームページガイドライン」という。）に定められた範囲内で特性等について必要にして十分な解説を行う。
医療機関ホームページガイドラインは下記ウェブサイトにて入手可能であるので適宜参照されたい。
http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/iryou/kokokukisei/ 

· 患者数
· 親様式のみを用いてカウントした患者数とする
· 統括診療情報番号が「0」で、様式1の病棟に関するフラグにおいて、「調査対象となる一般病棟への入院の有無」が「1」のレコードを1患者としてカウント。（統括診療情報番号がAおよびBのレコードは除外）
※（７）は例外とし、子様式がある場合は子様式を用いて集計を行うこと（個別項目参照）
· 10未満の数値の場合は、－(ハイフン)を記入。
· 例えば、「２）診断群分類別患者数等（診療科別患者数上位3位まで）」において、患者数が10未満の場合は、「患者数」にはハイフンを入力し、「平均在院日数（全国）」以外の項目にも、同様にハイフンを入力する。
· 在院日数
· 在院日数は、親様式の様式1開始日から様式1終了日までの日数とする
平成27年4月1日に入院し、平成27年4月2日に退院した患者の在院日数は2日である。

《個別項目》
１）年齢階級別退院患者数
· 一般病棟の年齢階級別(10歳刻み)の患者数を示す。
· 年齢は、親様式における様式1開始日時点とする。
· 年齢階級は９０歳以上を１つの階級として設定する。

0. 診断群分類別患者数等（診療科別患者数上位3位まで）
各診療科別に患者数の多いDPC14 桁分類について DPC コード、名称、患者数、自院の平均在院日数、全国の平均在院日数、転院率、平均年齢、患者用パス（任意）、解説を示す。
· Dファイルの「D29分類番号」をDPCコードとして用い、様式1とDファイルを結合して集計する。Dファイルにおいて、1患者で複数のDPCコードがある場合は、DファイルのDPCコード（D29分類番号）から直近のものを採用する。
· 自院ホームページに掲載する際の診療科名は、現在、医療法施行規則令（昭和23年政令第326号）第３条の２第１項の規定に基づき広告することができる診療科名を使用する。
· 一般病棟の中における転科においては、主たる診療科は医療資源を最も投入した傷病の担当医が所属する科で集計。
· 同じ疾患に対し複数科で診療を行った場合も、様式1に登録されている診療科（医療資源を最も投入した傷病の診療を担当した医師の所属する診療科）で集計。
※医療法に基づいて標榜している診療科名を採用するため、様式1に登録されている診療科で集計した後に変換が必要。公開する時は必ず標榜している診療科名を
表示し、変換元の様式１診療科コード（複数診療科を合算する場合は半角セミコロン”;”で区切って列記）を、表示されない形式で公開ページに埋め込む。（公開ページへの記述方法は別紙参照。）
例）× 肛門科　210　→　○肛門外科　210
· 平成27年度のDPCコード別の平均在院日数（全国値）は、現時点では公表されていないため、平均在院日数の全国値が記載されたExcelファイルの数値（後日公表）を使用する。
· 「転院」については、退院先が「4他の病院・診療所への転院」とし、転院患者数／全退院数を転院率とする。
· 患者用パスを公開したい場合は、リンクを設けることも可能。

初発の5大癌のUICC病期分類別ならびに再発患者数
· 5大癌について初発患者はUICCのTNMから示される病期分類による患者数を、再発患者（再発部位によらない）は期間内の患者数とする。
· 患者数は延患者数とする。
· 例えば一連の治療期間に入退院を繰り返すなどを行った場合は、同一患者に入退院を繰り返した回数分をかけた延患者とする。
· 様式1の項目「がん患者/初発・再発」が0（初発）かつ医療資源を最も投入した傷病名に対するICD10が、胃癌の場合はC16$、大腸癌の場合はC18$・C19・C20、乳癌の場合はC50$、肺癌の場合はC34$、肝癌の場合はC22$における各患者数をカウントする。（注：治療前に得られたTNM分類情報と医療資源を最も投入した傷病名が必ずしも紐づかない場合もある。）


	
	がん患者/初発・再発
	医療資源を最も投入した傷病名に対するICD10

	胃癌
	0（初発）
	C16$

	大腸癌
	
	C18$・C19・C20

	乳癌
	
	C50$

	肺癌
	
	C34$

	肝癌
	
	C22$



· 参考資料のUICC　TNM分類の病期（Stage)マトリクスを参考にし、5大癌のStageⅠからⅣの患者数を入力。
· 各癌それぞれについて、Stageの判定（UICC病期分類及びに癌取扱い規約）に使用した版数を入力。同癌のうち複数の版数が混在する場合は、カンマ区切りを用いて列記すること。
· 大腸癌と肝癌については、様式1の「癌取扱い規約に基づくがんのStage分類」を利用しても構わない。その際、UICC病期分類か「癌取り扱い規約」がわかるよう病期分類列に、UICC病期分類の場合「1」を、「癌取り扱い規約」の場合「2」を入力のこと。
· TNM 分類が不正確等で病期（stage）が不明な場合は、「不明」としてカウントする。
· Stageが「0」のものは集計対象外とする。

成人市中肺炎の重症度別患者数等
· 成人の市中肺炎（平成27 年度様式１の肺炎重症度分類の７桁目＝5 に相当）につき、重症度別に患者数、平均在院日数、平均年齢を示す。
· 入院契機傷病名および最も医療資源を投入し傷病名に対するICD10 コードが J13～J18$ で始まるものに限定する。
· 重症度分類は、A-DROPスコアを用いる。重症度分類の各因子が一つでも不明な場合は「不明」と分類する。重症度の計算には年齢・性別因子を考慮すること。

	Age（年齢）
	男性70歳以上、女性75歳以上

	Dehydration（脱水）
	BUN 21mg/dL以上または脱水あり

	Respiration
	SpO2<=90%（PaO2 60Torr 以下）

	Orientation（意識障害）
	意識障害あり

	Pressure（収縮期血圧）
	収縮期血圧90 mmHg以下


※5点満点で、1項目該当すれば1点、2項目該当すれば2点。


脳梗塞のICD10 別患者数
· 脳梗塞の病型別の患者数、平均在院日数、平均年齢、転院率を示す。
· 最も医療資源を投入した傷病のICD10（G45$,G46$,I63$,I65$,I66$,I675,I679）別に集計する。
· 発症日から「3日以内」「その他」に分けた数値を記載する。発症日から「3日以内」「その他」に分けて10未満になることが多い場合、分けずに合計した数値を記載する。
· 「3日以内」「その他」とその「合計値」を記載する場合、10未満の数値が推計できないよう注意すること。
· 「転院」については、退院先が「4他の病院・診療所への転院」とし、転院患者数／全退院数を転院率とする。

診療科別主要手術別患者数等（診療科別症例数上位３位まで）
· 同一手術において複数の手術手技を行った場合、主たるもののみカウントする。具体的には、平成27年度「DPC導入の影響評価に係る調査」実施説明資料で「入院中に複数の手術を行った場合は、「連番」を利用して複数行に記入をする。その際は主たる手術（又は点数の最も高い手術）を連番1に入力する」と記載されているとおり、連番1の手術をカウントする。複数の診療科に転科している患者がそれぞれの科で手術を行った場合術前日数は、様式1にある「医療資源を最も投入した傷病名」の診療科として、主たる手術のみをカウントする。
· 診療科別に手術件数の多い順に３術式について、患者数、術前日数、術後日数、転院率、平均年齢及び患者用パス（任意）を示す。
· 輸血関連（K920$）は除外。
· 創傷処理、皮膚切開術、非観血的整復術、徒手整復術、軽微な手術（下表を参照）、およびすべての加算は除外。
· 術前日数は様式1開始日から主たる手術の手術日まで(手術日当日は含まない)の日数、術後日数は主たる手術の手術日から(手術日当日は含まない)様式1終了日まで。
· 「転院」については、退院先が「4他の病院・診療所への転院」とし、転院患者数／全退院数を転院率とする。
診療科名は「２）診断群分類別患者数等（診療科別患者数上位3位まで）」と同様の取扱いとする。

【軽微な手術リスト】
	Kコード
	診療行為名称

	K0001
	創傷処理（筋肉、臓器に達するもの（長径５cm未満））

	K0002
	創傷処理（筋肉、臓器に達するもの（長径５cm以上10cm未満））

	K0003
	創傷処理（筋肉、臓器に達するもの（長径10cm以上））

	K0004
	創傷処理（筋肉、臓器に達しないもの（長径５cm未満））

	K0005
	創傷処理（筋肉、臓器に達しないもの（長径５cm以上10cm未満））

	K0006
	創傷処理（筋肉、臓器に達しないもの（長径10cm以上））

	K000-21
	小児創傷処理（６歳未満）（筋肉、臓器に達するもの（長径2.5cm未満））

	K000-22
	小児創傷処理（６歳未満）（筋肉、臓器に達するもの（長径2.5cm以上５cm未満））

	K000-23
	小児創傷処理（６歳未満）（筋肉、臓器に達するもの（長径５cm以上10cm未満））

	K000-24
	小児創傷処理（６歳未満）（筋肉、臓器に達するもの（長径10cm以上））

	K000-25
	小児創傷処理（６歳未満）（筋肉、臓器に達しないもの（長径2.5cm未満））

	K000-26
	小児創傷処理（６歳未満）（筋肉、臓器に達しないもの（長径2.5cm以上５cm未満））

	K000-27
	小児創傷処理（６歳未満）（筋肉、臓器に達しないもの（長径５cm以上10cm未満））

	K000-28
	小児創傷処理（６歳未満）（筋肉、臓器に達しないもの（長径10cm以上））

	K0011
	皮膚切開術（長径10cm未満）

	K0012
	皮膚切開術（長径10cm以上20cm未満）

	K0013
	皮膚切開術（長径20cm以上）

	K0441
	骨折非観血的整復術（肩甲骨、上腕、大腿）

	K0442
	骨折非観血的整復術（前腕、下腿）

	K0443
	骨折非観血的整復術（鎖骨、膝蓋骨、手、足その他 ）

	K0611
	関節脱臼非観血的整復術（肩、股、膝）

	K0612
	関節脱臼非観血的整復術（胸鎖、肘、手、足）

	K0613
	関節脱臼非観血的整復術（肩鎖、指（手、足）、小児肘内障）

	K0621
	先天性股関節脱臼非観血的整復術（両側）（リーメンビューゲル法）

	K0622
	先天性股関節脱臼非観血的整復術（両側）（その他）

	K117
	脊椎脱臼非観血的整復術

	K117-2
	頸椎非観血的整復術

	K117-3
	椎間板ヘルニア徒手整復術

	K121
	骨盤骨折非観血的整復術

	K333-3
	鼻骨骨折徒手整復術

	K428
	下顎骨折非観血的整復術

	K430
	顎関節脱臼非観血的整復術

	K432
	上顎骨折非観血的整復術




その他（DIC、敗血症、その他の真菌症および手術・術後の合併症の発生率）
· 「DIC請求率の症例数」を算出する場合は、子様式がある場合は子様式を用いて症例数をカウント。具体的には、様式1の病棟に関するフラグにおいて、「調査対象となる一般病棟への入院の有無」が「1」、かつ「調査対象となる精神病棟への入院の有無」が「0」、かつ「調査対象となるその他の病棟への入院の有無」が「0」のレコードを1症例としてカウント。
· 様式1の精度向上を図るために、個々の様式1（子様式がある場合は子様式）の最も医療資源を投入した傷病名が播種性血管内凝固(DPC6桁130100)、敗血症(DPC6桁180010)、その他の真菌症(DPC6桁180035)、手術・術後の合併症(DPC6桁180040)について、入院契機病名(DPC6桁レベル)の同一性の有無を区別して症例数をカウントする。同一性の有無とは、上記４つの各医療資源最傷病の症例(DPC6桁レベル)について、様式1の入院契機傷病名に対するICD10コードが、下記表の医療資源最傷病名に対応するICD10コードに該当している場合は「同一」とする。同一性の有無を区別した各症例数（個々の様式1ベース）の、全退院患者数に対する請求率を示す。
· 手術・処置等の合併症についても、誤解を与えないようその内訳を説明に記す。



	医療資源最傷病名
	対応するICD10コード

	播種性血管内凝固(DPC6桁130100)
	D65　D683　O723

	敗血症(DPC6桁180010)
	A021  A327　A391　A392　A393　A394　A395　A398　A399　A40$　A41$　B007　B250　B252　B376　B377　B387　B393　B407　B417　B427　B447　B464

	その他の真菌症(DPC6桁180035)
	A43$  A44$  B35$  B36$  B370  B372  B373  B374  B378  B379  B380  B381  B382  B383  B388  B389  B390  B391  B392  B394  B395  B399  B400  B401  B402  B403  B408  B409  B410  B418  B419  B420  B421  B428  B429  B430  B432  B438  B439  B448  B449  B451  B452  B453  B457  B458  B459  B460  B461  B462  B463  B465  B468  B469  B47$  B48$  B49

	手術・術後の合併症(DPC6桁180040)
	T80$　T81$　T820  T822  T823  T824  T825  T826  T827  T828  T829  T83$  T84$  T85$  T87$  T880  T881  T882  T883  T884  T885  T886  T888  T889




公表ページの作成手順
別紙を参照のこと。

関係法令
医療機関のホームページに、集計項目の結果を「病院情報の公表」として公開するにあたっては、医療機関ホームページガイドラインを遵守すること。
　また、医療機関ホームページガイドラインを遵守していることを明らかにするため、公表ページにおいて、医療機関ホームページガイドライン等の関連資料が掲載されている厚生労働省ホームページ「医療法における病院等の広告規制について」
http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/iryou/kokokukisei/
をリンク先として示し、当該ガイドライン等を遵守している旨を示すこと。

【参考資料】癌取扱い規約に基づくがんのStage分類について
（出典：平成27年度「DPC導入の影響評価に係る調査」実施説明資料より抜粋）

	取扱い規約
	版
	部位
	Stage分類
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【参考資料】UICC TNM分類の病期（Stage）について
（出典：「国立がん研究センターがん情報サービス　『がん登録・統計』」　院内がん登録実務者のためのマニュアル　部位別テキスト（2014年11月版）胃・大腸・肝・肺・乳腺より抜粋：http://ganjoho.jp/reg_stat/can_reg/hospital/info/doc/manual.html）

①胃癌
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表　UICC TNM分類【第7版】病期(Stage)のマトリクス《胃》
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②大腸癌
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表　UICC TNM分類【第7版】病期(Stage)のマトリクス《結腸および直腸》
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③乳癌
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表　UICC TNM分類【第7版】病期(Stage)のマトリクス《乳房》
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④肺癌
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表　UICC TNM分類【第7版】病期(Stage)のマトリクス《肺》
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⑤肝癌
《肝細胞癌》
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表　UICC TNM分類【第7版】病期(Stage)のマトリクス《肝細胞癌》
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《肝内胆管癌》
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表　UICC TNM分類【第7版】病期(Stage)のマトリクス《肝内胆管癌》
[image: ]
 9 / 25

image4.png
5. musE
1 UICC THM (R

€25

TR [240)(250)
ORISR R EORRRREHE
RSO STRE F14 .

m, sm 2 DRETREEN TSI,
PRBSEBRA b, STRAERNEL Y £,
BB THBEWETS,

TS RABAEEEARCEE ()

TL O SETEGSM)

T EEEEMP)

T3 SURT(SS). HMBHEO S
HIAEBORBIRA)

Taa  RMBNRERE(SE)

Tab  ERECEM(SL AD

B ERIREUCCT HRLOME

&
| R |
M Tis Tis
SM T1 ke
MP T2 k]
SS,A T3 )
SE T4a T4
SLAL Tab s

1 TSR R IR ) £ A ) TR M) ST DRSO
2 B, DR BN TR, CTICHRTS, LoL SS NSRS b BT,

A R IS ST 5

N U8 (250)(250)

IR, O TN T, B EHIR HOEB BT 5.
R RPTRTRCC TR 2 L ORI, I/ ST 5, IR THOREE, 11

[

NO B REGL

N1 13 BB R
Nia  1EOREY I
Nib





image5.png
M-SR (260)(200)
MO sEAEESLL
M1 S
Mia 1 REGHR. 35, SR, FS HLUADY SIS B
Mib 2 RELLE FES




image6.png
5 UICO BRI IROIRDY> s SNGH (185 KUTEHR)

o uce T 5388 ) e
Fly 5 HETS U v
P o T 2]
=W £ b E
EX )
P weer | s )
@ oo ) )
ET [
® mewz @ | o0 ]
£ = T )
ET N T =
P L T ]
@ oo ) )
T | o A
L T ]
L8 £ = e | )
ET N T =
weer @ | var ]
ot o E ) )
ET N I
P weer | vni ]
o EO ) ]
ET N N
£ mewz @ | o ]
£ = T )
ET N T =
L T ]
£ = e | )
Tom | e | ek
- P weer | vnr L]
EO )
CE2X = E N N
] L T ]
i ~z e | ]
T s som | wm | TemEs
wer e | v )
rts = ) ELT)
ET N N
Lo 3 e ) R
= ~z ) )
T s R
p— ] L )
=m ~zm E ) ]
T s R





image7.png
= oo T A8 Eoek) e
R HETS U ES R
7 wee | oo )
st ~2t2 www | oo | oomm
P E N
) wee | e )
& i ~z e | o s
© L ) o ] i
~m2 e | o | R
EXZI N I
TR = LT (1]
s amew || TR
weerw | B
e | o | TR
] )
] )
s s T | e | emms
RS, Ra ) s e | ww R
st ] [
0 won )
w0 | EaR
o o o0 | Eeak





image8.png
UICC TNM %¥5 NO N1 N2
(57 iR] Nia Nib Nic N2a N2b
Tis

T1 I A mA mMA A mB

i I mA mA mMA mB mB

! Ic3 IA mB mB mB mB mc

T4a IB mB mB mB mc mc

T4 T4b Ic mc mc mc mc mc
Mia VA VA VA VA VA VA

M1 M1b VB VB VB VB VB VB





image9.png
5. SmHm
DUCCTIMHSWTED  (8ema]
TARES (e0ll2m]
FREAORAN MR INOWRS S UBABEIET 5.
R TOSKR U T TS ABLTL A EBLY T, FBE.
DRABRE R (R WIS RIS TIET 5.
. ARSI, T8 (pen dorange: MRUZRESL). B: RAMERH
DO (R WIS RIS ) TIVET 5.
IS BRI, RO L) SHEL CABEAGC5D
DEABEMMG(TES571—) BB, MRS ORSHCRET .
T AR T F RO RANG ORAECHET 5.
a5, L ST, R REOBE BOLEIE. Tis £ 75,

T FEME OCSCRIMCARE) . LCSGRIMEIER). FSIME P )
TLEAEA 2om UTORE
Timi BRSO Lom LTI
Tia  oom < BAE 5 0.5m
T osom < BARE = Loem
Tie  10om < BAE 5 2.0em
T2 200m < BAR 5 500m
T3 50mm < BARTRPHICTAORRNBHLNLILD
T4 BEOREMBIRC, WS/ E- R N ORBGLA £ B
Taa  METHERESEHSLO
Tab  MEELGEST. AR RRCTE SN, RAOREIREDO LD
Tac T4 (NEED OFRE TARARD ORRORAEDOHLD
Tad ABERETLRESNTLGLD

31 MRS SR DB T BAEA0.1m

32 RRTRREDANFRLCRARERY LU RIONERLSGH

33 ARSI SEENEAD) ) LTS TRS ST,
BAORR . W KR CRR, WEEFDL

2 T

=3 ez | aams

B P

TEzow | & i

Tia | o < BrE = e e P

T THib | s <mras o e P

Tic | oo < 8xa S 2m e o

™ o e i

5] Som < B3 e P

Taa e 5 P

Tab BanxaCRE P )

T Trac maraCERE 5 B

Tad e ey





image10.png
N . (250) 250

M. EERAERRCCTRR L OBSBEFRELLIS

EEAE) EAREHTE N RS0 T, TET S,

BRSO ST BRI TR B
PR iz

© S BB AL LA T)
@ w8

@ S BT IR L)

© w0

BT LNO ) BRIV LAV IERA TR

5 NEFEEND (U5

PR NS 5.

TIBIEAA TN ERET S,

B
weomusm | wmiion | s e
057 e | me | U o)
™o | L w w
N1 ») | 2 e e
o N2 - ER w w
«
b | | ) e e
Nza | - B - ) L
N3 [eN3b | mme e 5 | B9 L e
Nz | - 0 - - 5
205 A W TR T g
Ho pNEF R (35
oo TS 0 wae | SAT g
57m winrian | wose | 208 | e
pNO [ i L L
DT | = A s = i 2 ST
= 2 = P
N1 [PNIa TH B A 2
pNib i Fies | L
pNic [T ] HiEs | e
pN2a ~om 2 e e
PN2 IoNob i £ L L
10 L e i
EEE i B[ AEIE [
N3 THE T | o i
PN3b e = L
pN3C 0 2 BT

7 03 SR LT R T A EDL





image11.png
M-S (250)(300]
IR O/, R $05 SR ST 5.
Mo EmEEGL
ML RS




image12.png
UICC TNM N1 N2 N3
S
[% 7 kK] LY Nimi | Nl1a | N1b | Nic ) N2a | N2b | N3a | N3b | N3c )
Tis 0
Timi
T1 2 1A | IB IA mA mc
T1ib
Tic
T2 | IA| 0B 1B mA mc
T3 | 0B | mMA mA mA mc
T4a
T4 | mB | mB mB mB mc
T4c
T4d
Mi | IV I\ I\ I\





image13.png
5. FMSE
DUCCTNMSS(ETED [isema)

T-RRIEE [240](280]

RO, QREER, OWIES, O LR S,
ERATHIALT, K3 TRFEMEGIICSTIbd, —S#A TV BEOXR )T BFLES,

RSN Sem LT T2 LITLA0, IB0SHT T2 2o i3, T2a
T2a £ T2b i N ORI GELT, BB LEA TR DR,
O EEEE 3 (B (0 HESEOR S RAx) . IR S AR OIS
1) 2m BT
2) 2om #3. 3em BT

4) Som 2483, Tem LI

5) Tm#ii5
© mrEA
1) AL, BRI SRS © PLOERIE PO
2) AR L B R © PLL2 B plL2
3 IR AR (R S1) (R SRS © PLI 1P
4) HERDBE RISt CRREE LRI, S, RIS, 28,
@ proiEss
1) Rl
2) ROR—HE
3) DR
4) OB o PRS0 TR TR, MEFELTHEMLa)
@ E5EEEn o SRR SRR DR T T2 TR

1) EREEADRBL BRI
2) SESEFD S 2cmbl I RISY. IR ESHC R WMD)
3) ST S 2em AR ECORERD, FI LI SRR

4) SEECER

23 TRTHERRS O

FEEEE
HEEOE | BREN g [ O |
Tla m8a 5 zom | MRS | mmnL HL B
T
T1b | 2om < @%& < 3om - - - -
g |128 sem < e < o | o e | mwo-m |
T2b | som < E&E < 7em - - - -
13 7om < WA | SMMS | comAR | AMSS | @M E-wE
T4 RN | SeEcEE B AR

R N R e T




image14.png
N~ SRR (250](290]
BB S, B S8, AP S NI (BVIESS) RV WG .

(GRLFT) /M CHRD . @REPTY S G . (DR LAY 5
Zhik, REDIIAHELT.
1) [ BEPI-APSU S N1 Vs EES #10~814
2) FR-EH R N2 RS
3) ERLADHR B N3 UES s el AT 0, SRR
ERRACATHILT, R4 NEFHGRNICS TI2, —SA TS EOAR N EFLES,
B4 NGFHER ()
oo T sTo | | mum o TR HTO .
R B BB U8
N3 | S RRE FRGL | WA B
YrSE | %] # R BB fHETE
R R | TeREE)
o £ SR
0 £ R
5 ECTIA
N2| R | TeeEE
ot ¥ SRR B FHAOH
% R ) B EHROH
] SESET I
) Py CIA]
£ I ]
w10 ERERE) B
£ EREEH/ 0
N1 "2 FREERE) B e
S 3 Eri ]
D EERR AR B





image15.png
NO PR SERES L

N1 A,
BEU/EERMIPS SRR BORST. RRBSOBREREST

N2 R SHEERS, B KUV MR SO

N3 B XA PSRN, S8 O TS

M-SR (2601(300]

TR (CT/MRI, K BN 3 SRR ATV 5.
MO EREBGL
ML EREERY
Mla  SEHRIHAER
FEBABTK R, BRI 55U A BB (B, DR
Mib  Mia UAOERERS




image16.png
UICC TNM %43

[ 7 1) NO N1 N2 N3
Tis 0

T1 T1la IA oA ImA B
T1b IA oA ImA B
T2a IB oA ImA B

T2
T2b oA B ImA B
T3 oIB ImA ImA B
T4 ImA ImA B B
M1la v v v v

M1
M1b v v v v





image17.png
DUCCTNMSSIGETE  (5eEE]
51 FrEE
RS (FEE (240)(280)
RREROORRE, DIESLIA SHRRETRES, QPRI OFFBIR~OE,
BEURY, OB R B 5.
R -CREHALT, RS TABRREFHENENC ST, —HA TV EOXR) T HREES,
DR
D %L
2) 3
DEEAOBERE~ORREE
D %L
2
PR
D w0 PHRESEL
2wl PRI g ECEN
3 w2 PR IAEECEN
9 w3 PR L GECEN
5) wi FRCREETEN
ORI
D w0 FHMNEREL
2wl FERECE
3) w2 R, SRR, BTN
9 w3 TABIRECEN
g
D ER 1@
2 £% 2L
CEEESE
1) sem BT
2) sentHzB

T ERCRESELL

T2 ERTHRESELY. HEVESRETAKESSm
T3a  SRIETRAE>Sm

T3b PR3, vpd E NG w3 SR

T4 EELAORERECELIN, HELHERR




image18.png
B4 (UCCETITHRER®) (FHEE

BROVE BANEAD
WIS =

BAES
Sem.

PR~ ORI

L

Py T2

[ wo

FIROEHIAE - RO OB

B2RE TR R

~ e o
]l - e

FOETRAEE W2
AN





image19.png
N-RY S (FFEIE) (250)(200]
NO BBl EBEESL
N1 B BREELY
[UICC <51} SR>/ 98] (FFia)
BEPIEY 5B, BFRY B EARFRIRIS560) . BFIBRY (88 (FIRISE540)
RAIREY £ OB TAMIRISHSY > S RIS/ BERC)

65 UICC AR/ BB MIORE ()

s ORISR
B s 5 3
vmas | vawe | wowes
M
" n s
5 | s Ll
)
w0
i e T oRmaL

56 TRLBATTIR. 1,92, #,97,58,90, 10,411,512 #13 #14, 515,416 817, 18,419,
20,810,511 EN SRR TR B> TUBA, UIC TNM SSCIEEIFEOY ) 50
R/ BESHTHY . L2512 03 £ BT B,

MoERIEE  (FHEE) (2601(300)

MO EREBLL
M1 iSRS




image20.png
UICC TNM 7348

(%7 ) — —
T1 VA

T2 I VA

T3a ImA VA

T3

T3b mB VA

T4 mc VA

M1 VB VB





image21.png
52 FREEE
T-REEE (FAEEE (240)(280)
FRERODIES IS5, QR ERRE, OFI~ORE, QFHI-~ORN,
BEUORY, TS
ERTSCHVELT, BT HREREFRE N T, —SA TS MOKE T HELRE,





image22.png
F10_(UCCETISTHEERSE) (FAEEH)

EEsAy

pwr | EAOBE
P pa
® 3 55
PR
bAR o eme w | TL | T2b
> Fm_ew wo
PRSI 0%R
= omm o sme wins | T2a | T2b
! P
B RN~ OTE
£ | RERBOmDEREL TN
2 | s msronsensn





image23.png
N-BY/ S (FFAIEER) (2501(290]
NO Bl EBEESL
N1 B BREESY

[UICC <51+ SR>/ 98] (FFmRE)

GEER) B R, BN, PR, TR
E=ETIDRT N TR

GRS B ORI FFRR. POBR, BEERE).

¢ RURSIAP . 1< KRR 85,
BBV B ORISR MO LS





image24.png
F11_UCCFiRY /LR ONIE (FAEEE)

)
- ) Y o —
3
4 v P
B3| = || 2o s £ &
e GEEE]
£y [TiC]
L] 2 A | e E¥E
E7) [ia)
£ A
o s oo e
5 | ToERRR i R
i il PR £ TR
B ) CaP ) CaIPA ]
o R, B G ]
i IREAE
_— o L) = s
) AR 14 [T
i IR
il fiiiad ED TR
i i) 15 i3
o el
iz L]
L] 2 L T =13
£ )
= g7 AR
L El ) o
B ” 22 =5l
) ) y)
P ] 7 EROAH
) £ O
£ £ BEDRES

PR . TR

TR,

MoERIEE  (FAEEE)  (2601(200]

MO ERELL
M1 RSy

BB RSO .





image25.png
UICC TNM %%

(%715 0 b
T1 I VA
T2a I VA
T2
T2b I VA
T3 IT VA
T4 VA VA
M1 VB VB





image1.png
5. SNSE
DUCCTNMSBETID  [ReEE]
T-REEE (2401(280]

RSB IS
m, sm 2L ORETRESNTEILE,
PR RER R L, RS THEL A b,

ESLBHC THBRETS.

Tia  wEm)
WBLER  ERASOREISSREE T
el
AR

Tib  SEETEsm)

T2 EABEmD)

T3 SETR(sS)

Taa  mmERAE(se)

Tab  RERBEN()

1 BRI, TS 7. o e, TR
T B RN G
o

2 RPL BB RIRA T S
T SRR SR DA

B4 BREEE UCCT HMEOME

B
| a |

m Tla T1
sm T1b T
mp T2 T2a
ss 13 T2b
se T4a k)

B

=S FRY SRR RO/ B (H)

sk s s | p | UGS TMAETO P
WEITIAET S, L UP2A 53 (5 14 1)

3 DIEOBPABIRCIL, LR (T td b it
e AR LT RS Pl w_|zam
AUZ T1a LU TR 5, BRSLBHC. THEE ZERER ¥ | ERORE
s et =T | e

AR IS (25011250 (€160 }:':TW s | |

SR, BAERANTHIRALTNLL ‘m #10 | ETHEEE
AT, B LS WD [y o =
EBOBYAIETD,

SRR R TCTRIR 2 OB }: : x
B, B T 5, | =
BETRORAN. | B I ol et
L,

o 513 |
NO UL/ L wm | =T bl Lt
N1 1~2 BOFRY> S oy | ERRAR CHTI L W
N2 3~6 EOFRY E (C161~ | EHBIR LN i
N3 TELEOFEULEE | cioo) |BEDE I (RS
N3a  7~15 @ORIRU/ Ll D |IC.r
N3b 16 ELLEDRTR S | st Ll Ll
[, o | =
o e |





image2.png
MRS (2601(200]

ST (CT/MR, A0 5 o RS A 2P 5.
B350 T, RS R T 1) ISR (P1) LUK, AT D MESRAHERE Y1)
HHEO B EL T,

Mo EREEGL
ML EREEERY




image3.png
UICC TNM 548

N3

(% 7 15 NO N1 N2 N3a N3b
Tla

T1 T1b TA IB IA 1B 1B
T2 IB IA 1B A A

T3 IA 1B A mnB B

T4 T4a 1B A B mc mc
T4b B B mc mc mc

M1 I\ I\ I\ I\ I\





